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｜1　日　新米穀年度

　　　　狩猟解禁
1

　．　　司法記念臼

3　日　文化の日

　　　　神之浜青年団主催

　　．　角力大会
　　　　全国体育デー

4　日　池田校区部落長会
　　　　町内学校長会

7　日　23夜待
8　日　立　冬

　　　　町主催畜産品評会

ユユ日　世界平和記念日

14日　町教育委員会
ユ5日　児童栄養週間’

ユ9日　第2次葉たばこ牧
　　　　納始まる

21日　新生活運動協議会
23日勤労感謝の日　｛
26．日　防火週間

　　　

（12月2日まで）‘‘

s
番

吉

序

役

　
　
　
コ
人

行鷲
軍

発

根
話

鴫

ズ
電

官

（1）

∈v　 　鋼　　所

冑頂鳴市舅轡町2番地

南日本緬社ぽ坑局
　電話2200番　鯛

11月の行事

128万余円川”「’””tiLg

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　．

鑓
追
加
予
算
な
ど
議
決

十
月
二
十
日
、
第
八
回
臨
時

町
議
会
が
招
集
さ
れ
、
主
と

し
て
災
害
救
助
関
係
の
議
案

に
つ
い
て
審
護
さ
れ
た
。

ま
す
、
第
一
回
追
加
更
正
予

算
（ss額
1
1
I
八
万
余
円
）
、

を
上
程
、
こ
九
は
、
二
十
二

号
台
風
の
災
害
救
助
費
で
原
案
通
り
決

定
、
蟻
案
第
五
四
暑
橋
梁
補
修
に
町
有

立
木
を
使
用
す
る
仲
、
こ
れ
は
厚
ケ
瀬

欄
、
水
流
橋
の
並
木
を
と
り
か
え
、
命

苫
の
林
道
災
魯
復
旧
工
事
に
町
有
立
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

を
使
う
と
い
う
も
の
で
’
原
案
通
り
決

定
。
次
の
五
吾
万
議
案
国
脊
林
払
下
申

請
の
件
は
、
今
回
の
災
害
に
よ
る
公
共

施
設
災
書
の
復
旧
用
に
国
有
の
杉
立
木

二
五
〇
石
を
払
下
げ
よ
う
と
い
う
も
の

で
原
案
通
り
決
定
。
五
六
暑
譲
案
一
般

財
政
資
金
の
借
入
限
度
の
増
額
の
件
（

三
〇
〇
万
円
を
四
〇
〇
万
円
に
）

五
七
登
開
案
風
倒
木
風
折
木
の
処
分
案

（松
、
杉
、
檜
な
ど
一
四
九
九
本
、
八

第
入
回
臨
時
町
議
会
ひ
ら
く

　
六
六
石
余
を
1
般
入
札
に
付
す
る
）

何
れ
も
原
案
通
り
議
決
。
次
い
で
請
願

文
書
二
件
、
報
告
等
を
採
択
、
散
会
し

た
。

（　
　
町
民
運
動
会
は
中
止
　
　
　
W

“　
恒
例
の
町
民
運
動
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
十
月
二
十
日
の
町
諸
会
で
　
（

∨　
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
災
轡
直
後
で
は
あ
り
、
い
ろ
く
な
都
合
　
戸

S　
で
本
年
は
中
止
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
鷲
見
が
強
く
、
本
年
は
中
止
　
“

S　
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

救
援
物

資

を
配
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　22

号

台

風

罹

災

者

に

　14、95．1人
器碧国勢調査終る

◎基本選挙人名簿

の縦魔期間

　11月

昭和三†年国勢蘭査は、頗査員はじめみなさんのご
協力でほy調査事務が終りました。ご協力、有難う
ございました。

校区！別
　　　　　　人　　　　　　　　口
世帯鍛一一一一一一一一一，－
　　　1男　1女　　計

6，930

3・701

3，595

1899

3，335

ハ，9舵

1，492

　　n7　’

大根占
神　川

この数字は殆んど確実に近いものですが、総理府統
計局の審査後確竃するので、変更があるかも知れま
せん。　　’　　　　　・

米
の
希
望
配
給
を
実
施

’　
　
　
－
　
　
＋
　
1
’

十
I
月
か
ら
’
今
ま
で
の
一
般
配
給
の

外
に
消
費
者
の
希
望
に
よ
つ
で
更
に
加

配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
、
消
費
者
は
全
部
受
配
資
格
が
あ
り

　
通
帳
を
配
給
店
に
持
参
す
れ
ば
よ
い

2
、
農
家
は
、
保
有
米
が
な
く
な
つ
て

月
は
三
日
分

’

配
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
N
な
い
と

　
受
配
で
き
な
い
。

3
、
値
段
は
一
キ
ロ
八
四
円
五
o
銭
で

す
。一4、
配
給
量
は
十
1
月
分
は
薔
配
給

　
量
の
三
日
分
以
内
で
す
。

〃

米
の

配
給
店
”
の
登
録
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
申

請
は

十

五

日
ま
で
に

　
　
　
　
ノ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
。
お
米
の
配
給
店
を
か
え
よ
う
と
思

う
方
は
’
＋
1
月
＋
茄
日
ま
で
に
串
請

し
て
下
さ
い
o

窪
喜

1
、
印
か
ん
と
通
帳
を
必
ず
持
参
す
る

　
こ
と
。

2
、
必
ら
ず
本
人
が
来
て
田
請
ず
る
こ

　
と
（
代
理
人
で
は
い
け
ま
せ
ん
）

3
、
必
干
期
限
内
に
申
請
す
る
こ
と
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
付
ま
せ
ん
。

彌
寝
氏
領
主
時
代
　
（
鎌
倉
ー
室
町
）

五
’
元
冠
役
・
こ
禰
寝
氏
の
活
躍

．
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道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛

最
近
、
農
藥
部
落
を
中
心
と
し
て
、
道

路
の
整
備
活
動
が
盛
ん
に
な
つ
て
き
た

こ
と
は
、
産
業
開
発
の
た
め
喜
ば
し
い

汗
の
奉
仕
で
立
派
な
道
路

　
　
　
　
　
i

　　　　　　　　　　　臨
各

地

の

話

校
区
民
の
汗
の
牽
仕
で
、
宿
利
原
を
申

心
と
す
る
道
路
網
が
整
備
さ
れ
町
道
の

改
修
も
行
わ
れ
’
ど
の
方
面
の
甘
鰭
の

出
荷
は
非
常
に
便
利
に
な
り
、
畑
の
す

み
ず
み
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
、
1
1
I
輪
a
j
が
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
浮
く

労
力
は
大
き
な
も
の
で
、
そ
れ
に
値
段

も
非
常
に
有
利
に
取
引
き
さ
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
と
と
は
、
よ
い
例
で
あ
り
ま

す
。
道
路
は
知
事
が
県
道
を
、
町
村
長

が
町
村
道
を
モ
れ
そ
れ
管
郵
し
維
持
補

修
の
資
任
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
町
費

一
で
、
全
部
の
町
道
を
く
ま
な
く
補
修
す

る
こ
と
は
、
今
の
苦
し
い
町
財
政
で
は

困
難
な
ご
と
で
こ
の
上
町
民
の
現
金
負

こ
と
で
あ・
ま
す
．
竃
は
曇
蕾
を
亨
す
る
乙
と
に
も
な
り
・
す
．

そ
れ
で
労
力
で
で
き
る
と
こ
ろ
の
補
修

は
「
定
期
的
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
労

力
奉
仕
を
お
願
い
し
て
、
道
路
が
荒
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
本
年
も
八
月
申
旬
に
町
道
の
補
修

を
や
っ
て
い
た
y
き
、
最
も
暑
い
さ
中

に
、
さ
理
解
あ
る
ご
協
力
で
立
派
に
で

き
た
こ
と
は
お
渇
が
い
喜
び
に
た
え
s
Y
6

せ
ん
。
中
で
も
次
の
区
域
の
作
業
ぶ
り

は
、
そ
の
地
域
の
関
係
道
路
で
は
あ
り

ま

す
が
、
徹
底
し
た
補
修
が
で
き
て
’

関
係
者
み
ん
な
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す

題

I　
コ
、
山
ノ
ロ
、
寺
前
、
木
原
の
三
部

落
は
、
柴
立
道
路
が
五
月
か
ら
の
雨
で

路
面
は
深
さ
二
米
も
洗
掘
さ
れ
だ
区
間

五
〇
米
、
路
面
が
流
失
し
て
車
馬
の
通

行
の
出
来
な
か
つ
た
区
間
が
三
〇
〇
米

も
あ
り
、
こ
れ
に
山
砂
利
（
地
主
森
伊

之
吉
氏
）
を
貰
い
受
け
、
盛
土
を
や
り

ま
し
た
が
r
l
日
で
す
ま
ず
協
議
し
て

さ
ら

に
1
日
作
業
し
完
全
に
復
旧
し
ま

し
た
。

　
2
、
瀬
戸
山
と
六
反
田
、
申
園
、
山

添
の
各
部
落
は
天
神
橋
か
ら
石
取
場
ま

で
、
柴
立
道
路
と
同
じ
く
賂
面
の
流
失

が
ひ
ど
く
岩
が
露
出
し
て
車
馬
の
通
行

も
危
険
な
く
ら
い
で
し
た
が
、
岩
石
を

と
り
の
ぞ
き
牛
馬
車
で
盛
土
を
行
い
石

r
．
↑
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
場
の
山
石
を
運
ん
で
撤
布
し
、
さ
し

も
の
悪
路
も
美
事
に
震
し
ま
し
た
。

　
3
、
s
c
o
s
　
1
’
　
1
l
区
部
落
は
、
塩
屋

坂
の
湧
水
タ
ン
ク
附
近
が
路
面
の
流
失

が
ひ
ど
く
岩
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
約
1
0
0
米
の
盛
土
を
し
た
の
で

町
で
は
敷
砂
利
を
致
し
ま
し
た
が
、
今

で
は
完
全
に
か
た
ま
つ
て
い
ま
す
。

　
4
『
神
川
中
、
下
部
落
は
、
町
の
補

修
計
画
ま
で
放
っ
て
お
け
な
い
と
自
主

的
に
協
韻
し
て
補
修
し
、
さ
ら
に
秋
の

取
入
れ
前
に
も
補
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　
5
、
城
元
農
進
会
（
会
長
厚
ケ
禰
澁

次
氏
）
は
、
河
上
神
社
前
か
ら
大
根
占

農
協
澱
粉
工
場
ま
で
の
区
間
約
1
0
O

O
米
が
常
に
泥
田
の
よ
う
で
、
甘
滞
の

運
搬
に
も
事
欠
ぐ
の
で
、
全
線
の
賭
面

を
整
備
し
て
砂
利
を
敷
く
計
画
を
立
て

城
元
各
部
落
各
戸
三
日
ず
つ
奉
仕
し
て

栗
石
約
一
五
〇
立
米
を
運
ん
で
卿
砂
利

を
行
い
ま
し
た
。

十
一
月
は
、
配
給
を
受
け
る
消
費
者
の

自
由
意
志
に
よ
つ
て
、
配
給
店
を
か
ヌ

建
物
を

建
て
る
時
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

な

ら
ず
届
出
を

建
物
を
建
築
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
一
害
、
滅
失
等
と
あ
わ
せ
て
県
内
の
建
築

区
f
f
内
外
を
問
わ
ず
、
礁
認
除
外
亘
物
の
膓
姦
・
、
公
嘗
宅
、
釜

只薄
蕾
霞
蕊
墨
鵠
鰭
噂
勒
鰹
⑭
霞

築
施
工
者
（
請
負
人
、
大
工
等
）
が
、
お
か
れ
て
も
こ
の
主
旨
を
お
v
み
と
り

一叉
建
築
物
を
除
却
し
た
と
き
は
そ
の
建
の
上
建
築
曽
手
届
及
び
除
却
等
の
提
出

　
築
物
の
除
却
の
工
事
を
施
∫
し
た
者
が
を
お
忘
れ
な
く
実
施
し
て
下
さ
る
よ
う

知
事
に
届
け
出
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
届
出
を

〔鎌
雛
騰
始
饗
難
購
ふ
籠

美
事
な
で
き
ば
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道

路

品

評

会

終

る

　
今
回
、
県
主
催
の
遺
路

　
品
評
会
が
行
わ
れ
、
台

　
風
直
後
、
い
ろ
く
復

　
旧
に
お
忙
し
い
折
に
補

　
修
作
業
を
や
つ
て
い
た

　
だ
き
ま
し
た
が
、
と
v

　
に
大
恨
占
校
区
の
馬
場

　
地
区
と
田
代
街
道
の
受

　
持
は
、
審
書
（
み
ん
な

　
が
そ
の
努
力
を
賞
脳
さ

　
れ
ま
し
た
。
近
く
表
彰

　
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

ご

協
力
に
亨
お
譜

　
し
上
げ
ま
す
。

　
（
写
真
は
審
査
の
一
行
）

モチ米を出しましょう
正
月
用
の
モ
チ
米
は
、
毎
年

集
荷
量
が
少
く
、
婦
人
会
な

ど

の
協
力
で
ど
う
に
か
配
給

量
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
t

今
年
も
消
費
者
の
た
め
に
，

ぜ
ひ
モ
チ
米
を
少
し
ず
S
で

も
売
渡
し
て
下
さ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

本
町
の
集
荷
目
標
は
四
八
石

で
、
出
荷
期
限
は
十
1
］
月
二

吉
ま
で
で
す
。

価
格
は
、
玄
米
1
e
s
　
G
六
0

四
）
に
つ
き
四
五
〇
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

　

公
民
館
圭
N
に

　
　
　
　
牛
飼
兵
介
氏

今
回
町
公
民
館
主
事
楠
元
武
人
さ
ん
は

鹿
屋
市
教
育
委
員
会
社
会
敦
育
課
に
動

務
さ
れ
る
こ
と
、
な
り
、
後
任
F
役
場

響
課
宿
利
原
駐
奮
塞
枝
術
員
牛
飼

兵
介
さ
ん
が
十
一
月
l
日
付
で
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

去
る
六
七
三
年
の
昔
、
即
ち
弘
安
四
年
浦
に
殺
到
壱
岐
を
匿
し
博
多
湾
に
侵
入

元
の
国
が
十
四
万
の
大
軍
を
よ
う
し
・
一
し
た
。
太
宰
府
ほ
幕
府
伽
急
報
す
呂
と

九
州
博
多
に
襲
来
し
た
所
謂
元
題
に
対
ユ
六
に
九
州
管
内
に
徹
を
飛
ば
し
た
。
十

し
て
我
が
国
民
の
口
か
ら
叫
び
出
さ
れ
月
十
九
百
一
部
は
博
多
の
西
方
今
津
に

た
驚
き
の
声
で
あ
る
。
当
時
鎌
倉
幕
府
上
陸
し
翌
ご
十
日
博
多
に
迫
つ
た
．
我

の
執
権
職
と
し
て
こ
の
非
常
国
難
の
打
が
将
士
は
い
ず
れ
も
奮
闘
し
た
が
、
戦

開
に
挺
身
し
た
一
世
の
英
傑
北
条
時
宗
術
の
相
違
か
ら
苦
戦
状
態
と
な
つ
た
。

は
年
十
八
オ
で
あ
つ
た
。
朝
廷
に
お
か
即
ち
敵
は
太
鼓
の
合
図
に
よ
つ
て
集
団

せ
ら

れ
て
は
専
ら
神
仏
の
加
護
に
よ
り
的
に
行
動
し
、
銃
砲
と
弾
丸
を
爆
発
す

こ
の
危
機
を
脱
出
す
べ
く
・
全
国
の
神
る
戦
術
に
対
し
、
我
が
軍
は
源
平
以
来

社
仏
閣
に
令
し
て
敵
国
腐
伏
の
祈
願
を
の
一
騎
打
の
勝
負
で
臨
ん
だ
為
容
易
に

懇
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
’
我
が
三
州
に
包
囲
さ
れ
る
所
と
な
り
、
且
重
い
甲
胃

於
て
は
川
内
の
新
田
八
幡
、
国
分
八
幡
に
進
退
も
自
由
な
ら
ず
、
弓
矢
刀
剣
の

翻饗
酬
麓
鶴
霧
暗
で
の
竺

願
に
熱
申
し
た
o
由
来
我
が
1
1
1
州
の
地
一

は
往
古
よ
り
大
陸
と
の
往
来
も
繁
く
、

其
の
位
置
大
陸
の
対
岸
に
あ
る
点
等
よ

り
敵
軍
上
随
地
点
の
予
想
地
と
し
て
阿

多
地
方
が
有
力
視
さ
れ
る
に
到
り
、
幕

府
は
蒙
古
の
来
襲
に
備
ふ
べ
し
と
厳
命

轟
地
方
義
覧

た
ら
し
く
領
主
祢
寝
清
観
は
佐
多
の
高

木
城
に
あ
つ
て
当
地
方
の
海
防
を
厳
に

し
社
寺
祈
願
を
旛
行
し
た
の
で
、
村
人

の
眼
は
海
に
注
が
れ
敵
爵
降
伏
の
祈
願

に
肝
胆
を
く
だ
い
た
。
従
つ
て
当
郷
に

於
て
は
宗
願
た
る
河
上
神
社
の
社
頭
に

あ
る
い
は
神
川
の
淵
上
、
諏
紡
神
社
に

池
田
の
旗
山
神
社
に
夜
を
昼
に
つ
い
で

祈
願
す
る
村
人
で
活
況
を
舌
し
た
l
と
一

思
は
れ
る
。
其
の
祈
願
の
鐘
が
夜
と
な

く
昼
と
な
く
鳴
り
ひ
y
き
、
ご
、
に
民

族
意
識
は
昂
揚
し
て
恐
怖
心
は
転
じ
て

外
敵
撃
壊
へ
と
結
束
し
た
の
で
あ
る
。

蒙
口
来
る
。
蒙
古
来
る
。
恐
欄
か
ら
起

ち
上
つ
た
我
等
の
遠
き
祖
先
の
悲
願
の

萎
が
こ
の
素
朴
な
歌
の
中
か
ら
吸
み
取

ら

れ
る
の
で
あ
る
。
⌒
註
）
－
竹
下
は

　
　
　
　
主
け
し
g
の
し
よ
う

博
多
効
外
の
竹
下
庄
の
事
で
あ
ろ

う
。O
文
永
の
役
　
－

元
軍
の
来
冠
は
前
後
二
回
に
わ
た
る
。

即
ち
一
回
は
寒
永
十
一
年
で
二
回
目
は

ハ
年
後
の
弘
要
四
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ふ
び
ら
い

蒙
古
（
元
）
の
国
主
忽
必
烈
は
交
永
五

年
正
月
一
日
、
国
笹
を
日
本
に
も
た
ら

し
「
蒙
古
の
属
国
と
な
り
寅
物
を
献
上

す
る
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
し
、
さ
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
し
か
く

ば
征
伐
す
る
ぞ
」
と
威
菰
し
た
。
廉
証

を
璽
ん
ず
る
醐
倉
武
＋
藩
こ
れ
に
屈
伏

女　　三琴多博

醤慧　　盆

　　覧　纂夫津題叉箏

武
器
で
は
問
題
に
な
ら
ず
形
勢
不
利
と

　
　
　
　
　
み
づ
き

瞬
罐
織
辮
欝
鱗
縫
輸
灘

千
代
松
原
を
こ
が
し
て
箱
崎
八
幡
を
焼
洋
上
に
猛
威
を
極
め
、
集
結
中
の
敵
艦

き

悲
壮
な
光
景
で
あ
つ
た
。
幸
な
る
か
は
手
の
ほ
ど
こ
す
術
も
な
く
翌
朝
倉
風

な
σ
其
の
夜
暴
風
雨
と
な
り
玄
海
灘
の
の
お
さ
ま
る
頃
に
は
其
の
殆
ん
ど
が
潰

灘
灘
鱗
ぽ
⌒
難
難
懇
蹴

は
資
料
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
」
と
あ
る
。
国
民
の
喜
び
を
察
す
る

o
防
塁
の
築
趨
と
南
隅
人
士
の
活
動
　
事
が
出
来
る
a

か
v
て
第
一
回
の
来
冠
は
幸
に
護
壌
し
○
職
後
の
警
固
と
祢
寝
民
の
功
賞

得
た
が
敵
の
再
挙
は
必
至
の
勢
で
あ
つ
危
機
は
去
つ
た
が
其
の
後
鎌
倉
末
期
ま

た
の
で
、
幕
府
は
檀
々
と
来
る
べ
き
防
で
永
年
に
わ
た
り
驚
竃
行
し
た
。

備
の
策
を
講
じ
た
。
其
の
一
は
博
多
海
祢
寝
氏
は
弘
安
六
年
よ
り
嘉
元
三
年
に

岸
に
石
塁
を
築
く
事
で
あ
っ
た
）
こ
の
わ
た
り
約
1
1
＋
I
l
l
年
間
今
津
及
び
今
津

労
役
は
国
内
全
て
の
郡
院
郷
庄
に
課
せ
後
浜
の
搭
固
に
任
じ
た
。
こ
の
役
に
於

ら

れ
た
。
当
時
の
反
轡
に
よ
る
に
地
所
け
る
祢
寝
氏
の
活
蹴
は
幕
府
の
み
と
め

一
段
に
つ
き
一
寸
の
割
で
賦
課
さ
れ
、
　
る
所
と
な
り
、
其
の
功
賞
と
し
て
筑
前

こ
の
工
吾
麗
す
曇
鍮
壁
国
量
琵
菰
の
田
地
曇
謹

舟薔
、
姦
、
楯
、
征
矢
’
旗
、
切
の
地
所
を
撲
け
ら
れ
歴
岱
程
し
た
。

立
等
の
工
料
も
徴
発
さ
れ
た
。
我
が
大
　
【
註
】
防
塁
は
謹
部
の
幅
＝
十
五
米

　
　
セ
ゆ
　
に
　
　
て
ら
れ
た
お
ド
は
ぶ
さ
ニ
　
ギ
の
　
　
の
　
に
　
ヨ
　
へ

錫
耀
竃
籠
謡
坐
鰹
鱗
霊
泌
羅
鵠
硬

鷺
端
ま
で
約
九
十
里
の
道
程
を
人
夫
を

l
出
し
、
大
隅
山
よ
り
切
り
出
し
た
木

葺
の
他
藁
を
運
搬
し
一
・
防
曇
築

い
た
其
の
辛
苦
は
全
く
筆
舌
に
尽
し
難

い
も
の
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
見
よ
。

今
津
に
現
存
す
る
三
十
五
町
の
防
塁
は

根
占
入
の
手
に
な
る
辛
苦
の
結
昌
で
あ

る
o
六
百
八
十
年
の
今
日
ま
で
微
勧
だ

も
薯
冗
冠
の
面
影
を
と
y
め
て
い
る

o
弘
安
の
役
と
称
寝
氏
の
唇
載

前
役
の
八
年
後
、
弘
安
四
年
に
至
り
予

想
は
的
中
し
て
時
局
は
愈
々
切
迫
し
た

・

幕
府
は
兵
力
を
北
九
州
に
拒
〔
甲
し
、
時

一
の
い
た
る
を
待
つ
た
。
祢
寝
家
四
代
r

済
親
は
南
隅
の
手
兵
を
率
い
勇
躍
壮
途

に
つ
い
た
。
時
は
弘
安
四
年
五
月
二
十

一日
九
百
艘
か
ら
な
る
元
軍
先
発
隊
は

，

壱
岐
対
馬
に
戦
端
を
ひ
6
き
六
月
五
日

博
多
湾
に
其
の
姿
を
現
し
た
。
我
が
軍

は
沿
岸
の
石
塁
に
戦
練
を
布
き
警
荻
も

の
す
ご
く
其
の
上
陸
を
阻
止
し
た
。
且

　
　
　
っ
先
役
の
経
験
を
生
か
し
、
敵

　
　
　
の
戦
艦
に
強
襲
作
戦
姦
み
た

　
　
　
河
野
遁
有
が
敵
艦
上
に
其
の
将

　
　
　
を
捕
え
火
を
放
っ
て
大
功
痴
た

　
　
　
て
た
の
は
其
の
時
で
あ
る
。

　
　
　
薩
隅
の
勇
士
の
奮
戦
ば
め
ざ
ま

　
　
　
し
く
、
進
ん
で
壱
岐
島
よ
り
筑

　
　
　
副
の
洋
上
に
敵
を
さ
ん
ざ
ん
な

　
　
　
や
ま
し
た
。
こ
と
に
薩
摩
に
於

　
　
　
て
は
’
島
津
長
久
べ
同
忠
経
、

　
　
　
比
蒜
認
時
範
、
河
田
盛
佐
、
辺

　
　
　
牟
木
趨
隆
、
入
来
院
有
重
、
大

　
　
　
隅
に
於
て
は
祢
寝
清
親
の
活
題

　
　
　
は
特
筆
す
る
に
充
分
で
後
日
功

　
　
　
賞
を
授
け
ら
れ
た
。
か
く
て
七

月
下
旬
に
い
N
り
後
続
部
隊
た
る
十
万

藷
璽
が
裂
し
た
の
姦
は
e
w

’

ノ

ki
b

’／ 本

●

ぎ

＿

’
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声民！

　考
　2

保れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

門
年
の
予
想
さ
れ
て
い
た
に
も
か
、
わ

tD
ず
、
我
々
百
姓
の
切
な
る
願
い
も
い

ず
こ

へ
や
ら
、
　
I
夜
の
台
風
の
痛
手
は

云
い
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
今
臼
も
一

家
そ
ろ
っ
て
稲
刈
り
を
し
た
が
、
何
と

刈
る
手
の
璽
い
こ
と
、

男

恒
例
の
子
牛
せ
り
市
は
十
月
三
十
一
日

鳥
井
戸
せ
り
市
場
で
開
か
れ
、
町
外
の

商
人
も
多
く
集
り
、
活
況
を
呈
し
た
が

価
格
は
依
然
と
し
て
ふ
る
わ
ず
、
牝
牛

最
高
二
万
円
安
値
四
千
九
百
円
、
特
牛

最
高
1
万
I
I
千
六
百
円
安
値
五
千
茄
百

円
で
平
均
一
万
十
1
I
円
で
あ
つ
た
。
な

お
出
場
頭
数
八
九
頭
で
内
七
1
1
l
w
a
が
売

却
さ
れ
た
。

最
近
の
平
均
価
格
の
動
き
を
み
る
と
次

の
濫
り
で
あ
る
。

松
脂
（
ま
つ
や
に
）
は
私
逮
の
家
庭
、

職
場
、
学
校
な
ど
で
大
量
に
使
わ
れ
て

い
る
、
紙
、
石
鹸
、
塗
料
、
5
0
刷
イ
ン

ク
、
農
薬
、
香
料
、
そ
の
他
い
ろ
～
－

の
工
業
原
料
と
な
り
、
我
が
国
で
年
間

II万
ト
ン
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
我
が
国
で
の
生
産
鍛
は
五

千
ト
ン
で
需
用
の
l
1
五
％
に
過

ぎ
ず
、
大
部
分
を
ア
メ
リ
カ
な

N
か
ら
輸
入
し
、
十
億
円
も
の

お
金
を
安
払
つ
て
い
ま
す
。

近
代
化
學
と
く
に
合
成
化
学
工

業
の
発
遠
に
と
も
な
い
益
々
用

途
は
ひ
ろ
く
儒
要
は
増
す
一
方

で
す
。
日
本
に
は
松
の
木
が
多

く
、
と
く
に
摺
児
嵐
東
な
ど
は

多
い
の
で
あ
ち
ま
す
か
ら
是
非

こ
れ
を
活
用
し
て
輸
入
を
少
く

す
る
こ
と
は
国
家
経
済
の
上
か

ら

も
大
切
な
こ
と
で
す
o
松
脂

の
採
取
は
少
い
資
本
で
相
当
の

牧
入
に
な
り
ま
す
。

⑥
松
脂
採
軍
の
利
点

入
れ
て
醜
筆
締
営
を
す
る
こ
と
が
早
道

と
思
う
。
現
在
町
が
音
頒
を
と
り
、
来

年
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
早
期

栽
培
も
そ
の
［
つ
で
あ
る
。

こ

の
早
期
裁
培
こ
そ
鰐
民
が
目
さ
め
、

年　　月 平均価格 29年2月100として

一29年2月 25，336 100．0

4月 24，131 95．2

8月 17，500 69．（」

10月 13，080 51．6

30年2月 12，560 49．5

4月 6，929 273
8月 10，844 42．8

10月 10，012 39．5

　
一
月
ま
で
）
に
一
家
族
九
－
十
l
l
万

　
円

（熟
練
す
る
と
十
五
万
円
）
と
相

当
の
収
入
に
な
る
。

4
、
松
脂
の
用
途
は
広
く
生
産
し
た
も

　
の
が
売
れ
な
い
と
い
う
心
配
は
な
い

5
、
採
取
技
術
は
良
い
指
導
者
に
つ
い

ぬ曇
こ
の
塑
麹
翼
韓
耀
糟
誘
寳

つ
て豊
上
る
昌
肇
」
な
ど
、
里
ズ
メ
”
の
§
ど
い
」
壷
く
が
、

d

い
を
mo
な
が
ら
の
百
で
あ
つ
た
．
百
な
蕩
力
し
て
や
れ
f
i
g
g
R
o
u
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　i
れ
る
の
だ
。
協
力
の
な
い
台
風
よ
り
’

現
代
科
単
を
も
つ
て
し
て
も
、
台
風
を

ト
陸
さ
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
今
，
協
力
し
て
“
ス
ズ
メ
”
の
害
を
防
ぐ
方

i　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
我
々
農
民
の
た
め
と
信
ず
る
。
現
代

日
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
何
と

か
し
て
台
風
を
の
が
れ
る
方
法
を
と
り
は
考
え
る
時
代
だ
。
い
つ
ま
で
も
昔
流

の
農
法
で
は
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
立
上

れ
る
月
は
こ
な
い
。
「
何
と
か
な
ら
ぬ

も
の
か
」
と
い
う
前
に
考
え
た
い
。

私
は
農
業
振
興
会
員
で
あ
る
が
e
　
I
w
h

を
豊
に
願
う
気
持
は
、
み
ん
な
同
じ
と

思
う
。
そ
こ
で
来
年
こ
そ
振
興
会
あ
た

り
が
部
落
の
先
頭
に
立
ち
計
画
し
部
落

に
強
力
に
枕
き
か
け
進
む
べ
き
だ
と
思

う
。
戦
後
十
年
其
の
間
臨
葦
経
営
は
た

し
か
に
向
上
改
善
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ

く
改
善
さ
れ
る
ぺ
き
と
思
う
。
町
当

局
で
は
ど
う
潜
え
て
居
ら
れ
る
が
知
ら

ぬ
が
私
は
次
の
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

ユ
、
各
部
落
毎
に
農
事
研
究
会
が
あ
る

　
こ
と
、
思
う
の
で
、
必
ず
月
I
回
位

　
巡
回
し
て
、
そ
の
月
の
農
聡
指
導
を

　
し
て
い
★
だ
き
た
い
。
私
の
ひ
が
み

　
か
も
知
れ
な
い
が
、
　
1
部
の
人
に
だ

　
け
指
導
さ
れ
て
る
感
が
す
る
。
こ
の

　
よ
う
で
は
い
つ
に
な
つ
て
も
r
部
落

　
や
町
全
体
の
発
展
は
望
ま
れ
ぬ
。

2
、
町
の
農
事
研
究
会
連
絡
協
議
会
を

　
つ
ぐ
り
、
体
験
発
表
、
共
進
会
な
ど

　
の
事
業
を
や
s
、
有
志
が
相
互
に
連

　
ケ
イ
を
W
つ
て
酷
葵
解
営
の
研
究
が

　
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

部
落
の
す
み
ρ
＼
ま
で
近
代
農
業
を
ひ

ろ
め
る
た
め
に
は
以
上
の
こ
と
を
強
く

望
む
の
で
あ
る
。
机
上
の
理
論
よ
り
、

農
民
の
声
を
つ
ぶ
さ
に
聞
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
信
ず
る
。

農
業
振
興
会
こ
そ
部
落
の
先
頭
に
立
ち

指
導
し
て
悪
い
と
誰
が
い
う
で
あ
ろ
う

か
／
（
鳥
浜
農
業
振
興
会
会
裏
）

うしよまりと松脂を
副業で牧入も多い

組
織
を

通
じ
て
ご
利
用
を

　
て
真
面
目

に
や
れ
ぱ
比

　
較
的
短
か
い
期
間
で
修

得
で
き
る
。

松
脂
は
採
取
は
魚
釣
と
同

様
一
種
独
特
の
”
コ
ツ
”

が
あ
り
熱
練
す
る
ほ
ど
た

v
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

I日
I
O
キ
ロ
か
ら
二
〇

キ
ロ
、
年
に
ニ
ト
ン
な
い

し
五
ト
ン
の
牧
量
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牛
松
脂
の
値
段
は
大
体
l

キ
ロ
六
〇
円
位
で
す
。

そ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と

は
、
近
く
本
町
て
、
松
脂

の
採
取
に
つ
い
て
説
明
会

前

田
　
経

済

課

長

談

導
は
ご
指
摘
の
通
り
特
定
の
個
人
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
み
な
さ
ん
が
、
つ
と

め
て
技
術
員
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
，

で
き
れ
ば
、
研
究
会
な
ど
の
組
織
を
通

じ
た
指
導
が
出
来
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
“

2
の
ご
希
望
は
、
考
え
方
と
し
て
は
同

感
で
す
が
r
従
来
体
験
発
表
大
会
な
ど
一

の
出
会
者
も
少
く
、
も
う
す
こ
し
、
個

々

の
研
究
会
な
ど
が
充
実
し
、
そ
の
よ

う
な
気
運
が
熟
し
て
か
ら
の
方
が
よ
い

と
思
う
。
な
お
乙
の
よ
う
な
団
体
は
町

が
音
頭
を
と

る
、
い
わ
ゆ
る
官
製
で
な

く
、
自
主
的
な
動
き
に
よ
つ
て
結
成
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
も
ち
ろ
ん
側

面
か
ら

の
援
助
は
惜
し
む
も
の
で
は
な

い
の
で
是
非
そ
う
な
つ
て
い
た
y
き
た

S
e

　
　
　
投
稿
規
定

1
、
内
容
は
町
の
発
展
朋
朗
化
に
関
す

　
る

建
設
的
な
も
の
、
町
政
や
役
場
の

　
事
務
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情
、
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　
　
　
　
ゴ

2
、
字
数
は
約
八
o
O
字
以
内
（
原
稿

用
e
s
1
i
枚
）

3
、
毎
月
二
十
五
日
ま
で
役
場
広
報
係

宛
お
送
り
下
さ
い
。

4
、
任
所
氏
名
を
明
記
す
る
“
　
（
と
V

　
名
、
変
名
は
い
け
ま
せ
ん
）
但
し
紙

上
と
く
名
は
可
。
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菖
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t
n
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u
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t
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m
m
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ふ
ん

ち
v

鱈
畦糞
畜
と
し
て
の
役
割

戦
前
の
畜
産
は
、
云
は
y
、
商
業
畜
産

と

も
い
う
へ
き
も
の
で
、
満
州
、
衷
那

（申
国
）
か
ら
輸
入
さ
れ
た
安
い
飼
料

を
家
畜
に
与
へ
’
農
家
の
現
金
牧
入
を

得
る
形
で
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
時

に
入
つ
て
か
ら
購
入
飼
料
に
顧
つ
て
い

た
弱
点
が
指
て
き
さ
れ
、
白
鐙
踊
料
を

も
と
に
し
た
い
わ
ゆ
る
”
有
畜
農
業
”

の
在
り
方
が
強
く
叫
ば
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
即
ち
我
国
の
将
来
の
畜
産
は
、

一般
腰
業
と
か
け
は
な
れ
た
過
去
の
姿

で
は
な
く
営
農
と
か
た
く
結
び
つ
い
た

健
全
な
も
の
、
云
い
か
へ
れ
ば
農
第
経

営
の
改
曹
と
生
産
力
の
増
大
に
寄
与
す

る
1
つ
の
生
篠
部
門
と
し
て
農
薬
生
産

機
構
の
中
に
章
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り

ま
す
。
ほ
な
に
お
け
る
ギ
　
の
ほ
　
ロ
な
は
へ

崎

み
る
と

家
畜
の
第
一
の
役
割
は
厩
肥
を

と
る
こ
と
で
、
調
畜
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

　
　
　
　
　
む

ん
で
す
。
農
家
の
み
な
さ
ん
が
、
「
牛

馬
を
飼
わ
ん
と
、
堆
肥
が
と
れ
な
い
か

ら
」
と
い
う
の
は
こ
れ
を
斑
書
き
じ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
果
し
て
当
町
の
家

畜
は
こ
の
”
欝
畜
”
と
し
て
の
役
割
を

十
分
果
し
て
い
る
か
と
云
う
と
、
残
念

な
が
N
さ
に
非
す
と
云
わ
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。

I体
、
家
畜
に
飼
料
を
与
え
て
、
そ
の

チ
ツ
ソ

分
が
糞
尿
中
に
出
る
割
合
は
別

表
の
通
り
で
す
。

こ
れ
で
み
る
と
、
飼
料
申
の
“
チ
ッ
ソ

”
の
大
部
分
は
尿
の
中
に
出
て
く
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
o
こ
の
尿
が
十
分
に

利
用
さ
れ
A
ば
、
丁
度
硫
安
の
製
痘
機

械
を
一
台
持
つ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
事
な
尿
が
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
畜
舎
の
床
に
し

み
込
み
、
或
は
ア
ン
モ
ニ
ア
と
な
つ
て

揮
発
し
で
い
ま
す
・
お
ゆ
叉
宝
の

持
ぐ

さ
れ
」
で
、
不
足
　
　
に
頼
つ

飼料中の窒素の排泄割合

浜

俊

郎

て
い
る
わ
け
で
ず
。
こ
れ
を
十
分
に
利

用
す
る
た
め
に
、
畜
舎
を
コ
ン
ク
」
ー

ト
で
張
り
、
尿
を
外
に
流
す
よ
う
に
し

こ
れ
を
溜
桶
に
み
ち
び
き
、
密
閉
し
て

雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま

す
。
こ
れ
を
二
t
三
倍
に
う
す
め
。
過

燐
酸
石
灰
を
液
重
量
の
三
－
五
％
加
え

て
随
勝
便
用
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
ず
。

ま
た
、
も
つ
と
自
給
肥
料
を
余
創
ど
る

に
は
養
豚
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
よ
く

牛
馬
飼
育
の
農
家
で
豚
が
飼
え
る
の
に

r牛
馬
が
や
せ
る
」
と
云
っ
て
取
り
入

れ
な
い
が
、
陸
稲
、
粟
、
そ
ば
な
ど
は

台
風
に
あ
え
ぱ
大
し
た
被
害
で
す
が
、

（別
　
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
10

9
9
8
7
3

，
£i骸骸

善
豚
な
ど
は
安
全
作
と
云
う
べ
き
で
そ

lの
基
礎
と
な
る
甘
据
作
も
割
に
安
全
で

一あ
る
か
ら
向
更
で
す
・

一第
二
の
役
割
と
し
て
、
畜
力
利
用
の
閤

題
が
あ
り
ま
ず
が
、
カ
ル
チ
ペ
ー
タ
ー

な
ど
の
農
q
を
導
入
し
て
家
畜
の
利
用

度
を
高
め
る
こ
と
t
l
寸
し
た
草
刈
に

も
牛
を
ひ
い
て
沢
山
積
ん
で
帰
れ
ぱ
，

重
い
草
を
五
〆
も
六
〆
も
背
負
う
こ
と

農
家
に
と
つ
て
、
最
も
忙
し
v
大
事
な
牧
か
く
期
に
な
り
ま
し
た
。

警
察
は
こ
の
時
期
に
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
仕
事
が
出
来
る
よ
う
、
秋
の

防
犯
運
動
月
間
と
し
て
，
い
ろ
く
手
を
つ
く
し
て
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
騰
家
に
限
ら
ず
、
K
v
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
、

ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11月20日

でま

間
奮
の
誘
こ
黍
事
で
藷
犯
の
宍
山
ハ
系

工
無
鍾
陸
家
族
が
工
騨
鷲
露
籠
戴

2
・
農
繁
期
や
雨
の
時
は
適
当
に
仕
事
じ
て
後
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
を
く
り
の
ぺ
る
ど
と
が
で
き
労
力
の
ほ
甘
の
手
頃
な
副
業
と
し
て
お
す
A
め

融
通
箋
る
こ
と
。
　
　
し
手
。

3
、
採
取
期
間
九
ケ
月
（
三
月
か
ら
十
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
l

農繁期防犯月
　
　
　
盗
ま
れ
る
前
に
戸
じ
ま
り
を

　
現
在
県
下
に
は
毎
日
六
五
七
件
の
犯
罪
が
発
生
し
、
中
で
も
盗

犯
が
多
く
、
苗
年
捗
繁
期
に
な
る
と
増
加
す
る
よ
う
て
す
。
警
察

は
い
ろく
手
を
つ
く
し
て
こ
れ
ら
の
犯
罪
と
と
り
v
ん
p
い
ま

ず
が
、
今
年
匂
入
つ
て
か
ら
四
ケ
町
村
で
も
既
に
五
六
件
の
窃
盗

盗
ま
れ
た
側
に
も
責
任
が
あ
り
、
戸
締
り
そ
の
他
の
手
落
ち
が
あ

り
ま
す
。

夜
、
屋
外
に
干
物
や
、
自
転
車
、
穀
物
な
ど
を
お
い
た
ま
、
の
家

が
案
外
多
い
よ
う
で
す
。
盗
ま
れ
る
前
に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
o

　
　
　
壇
え
る
少
年
の
兇
悪
犯

　
次
に
少
年
問
頒
で
す
が
、
成
人
の
事
件
は
や
A
少
く
な
つ
て
い

ま
す
が
、
少
年
事
件
は
減
少
し
な
い
で
、
し
か
も
強
盗
殺
人
な
ど

兇
悪
犯
は
か
え
っ
て
増
勇
て
い
る
よ
う
で
、
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で

す
。
管
内
四
ケ
町
村
で
も
昨
年
四
七
件
’
今
年
に
入
つ
て
か
ら
す

で
に
一
九
件
の
少
年
事
仲
が
あ
り
ま
す
。

何
故
少
年
が
不
良
化
す
る
か
／
　
一
が
い
に
云
え
ま
せ
ん
が
、
一

般
酌
に
見
て
社
会
環
境
に
左
宕
さ
れ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
こ

と
は
云
え
ま
し
よ
う
。
瞥
察
や
学
校
な
ど
の
仕
事
と
し
て
放
任
し

な
い
で
、
お
た
が
い
に
一
人
々
々
が
親
と
し
て
そ
れ
ふ
＼
の
立
場

で
心
掛
け
る
こ
と

に
よ
つ
て
救
え
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

＄

四
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ウ
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一
馬

馬

牛
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豚

牛
牛

の中

　
育
育
育

息
　
　
　

巴
　
　
　
　
仔

　　　ア
ブ
ナ

イ
！
子
供
の
火
遊
び

　

昨
年
は
四
力
町
村
で
十
三
件
の
火
事
が
あ
り
、
大
都
分
が
子
供
の
火
遊
び
が

原
因
p
す
。
寒
く
な
る
に
つ
れ
て
、
火
事
の
起
り
や
す
い
時
期
に
向
い
ま
す
o

夜
、
お
や
す
み
前
、
田
畑
や
街
に
出
ら
れ
る
と
き
、
今
一
度
マ
ツ
チ
の
始
末
、

残
火
の
有
無
を
た
し
か
め
て
下
さ
S
。
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．
●
●
・
く
■
・
，
■
～
．
■
．
．
ハ
●
・
令
－
－
－
－
＿
・
●
・
●
V
●
．
●
i
＿
t
－
・
●
⑳
i
ハ
t
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A
｝
－
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“

も
な
い
わ
け
で
す
。
創
意
H
夫
で
使
役

日
数
を
四
O
日
か
ら
五
O
日
、
六
〇
日

と
増
し
て
、
楽
な
能
率
的
な
農
薬
を
ず

る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
次
号
へ
つ
A
’
　
v
）

豚
の
登
録
瞼
査

　
　
⑥
成
豚
の
登
録
が
十
二
月
に
あ
り
ま

す
か
ら
十
カ
月
以
上
の
資
格
啄
は
仔
豚

の
血
続
証
朋
轡
を
添
え
て
役
場
経
済
課

か
鱒
協
に
宙
込
ん
で
下
さ
い
。

　
◎
登
録
豚
の
仔
が
生
れ
た
ら
十
五
日

以
内
に
役
場
経
済
課
ま
た
は
農
協
に
、

コ
、
生
年
月
日
2
、
頭
鍛
を
ロ
頭
炉
夕
蜜

で
届
け
て
下
さ
、
°
i
l
こ
の
届
け
が
な

と
仔
豚
の
検
青
3
致
し
ま
せ
ん
。
楡
責

の
時
ま
で
ド
興
し
た
租
特
豚
管
t
g
c
者

か
ら
繍
⌒
司
ド
5
3
在
を
も
ら
つ
て
桧
膏
を

受
け
る
こ
と
ゼ
、
役
場
か
農
協
に
肇
込

ん
ゴ
c
下
さ
い
．
験
査
は
生
後
六
〇
！
ま

lvJ
に鏑
蔓
誘
門
し
ま
す
．
雲

を
受
け
る
蘭
に
離
乳
し
た
も
の
は
費
口

が
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
ご
在
意
下
さ
　
一

一
◎
そ
の

他
い
ろ
ー
奎
港
幕

員
に
ご
相
談
下
さ
い
．

＋
1
月
の
農
作
業

◎
水
随
桐
の
政
か
く
、
脱
穀
閲
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
旬

◎
秋
そ
ば
、
秋
大
豆
、
粟
敗
か
v
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

◎
え
ん
ど
う
r
ほ
う
れ
ん
草
、
詐
周
大

根
播
種
、
玉
葱
定
植
　
　
上
中
旬

◎
甘
酪
牧
か
v
貯
蔵
　
　
中
旬
降
霜
前

◎
菱
類
播
種
堪
備
（
品
種
迦
択
、
種
子

消毒
）

水
陸
稲
早
期
裁
培
予
定
地
は
上
旬
に

播
翻
を
終
る
こ
と
’
u
m
e
は
鹿
児
島

裸
、
一
般
は
申
旬
か
ら
　
　
上
旬
ま

ご

に
播
種
す
る
。

肥
料
は
四
割
を
元
肥
に
’
六
働
を
追

肥
に
、
石
灰
の
施
用
を
心
が
け
’
燐

酸
、
加
里
は
元
肥
に
施
す
．

　
　
な
た
ね
　
お
ヘ
ヂ
　
ま
で
に
　
る
ロ

　
　
ン
サ
ン
一
〆
五
〇
〇
匁
、
カ
リ
l
〆

　

五
Q
O
匁
v
ら
い
e

　

な
た
ね
は
石
灰
分
の
要
求
が
多
い
。

　
反
当
l
五
〆
か
ら
二
〇
〆
v
ら
い
元

　

肥
M）

）る
。

◎
温
州
ミ
カ
ン
の
牧
か
く
　
中
ド
旬

牧
か
く
の
早
晩
は
次
の
年
の
花
穿
繭
牛

に
影
響
す
る
。
今
年
結
果
が
多
過
ぎ
ろ

樹
は
な
る
べ
く
早
く
と
る
。
牧
か
く
“

了
前
二
～
三
週
間
以
内
か
ら
牧
か
ぐ
衷

後
ま
で
礼
杷
を
や
る
．
．
己
g
｝
か
へ
゜

は
十
二
月
「
全
囲
搬
在
六
但
、
浸
智
M

肥
四
割
の
二
本
麓
ど
す
る
。

交
通
事
故
1
1
防
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
則

を

守

リ
ま
し
よ
う

　
昨
年
県
ド
で
八
四
三
件
の
交
通
乎
故
が
発
生
、
七
九
名
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

一　
七
百
十
九
名
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
こ
の
劃
故
の
九
部
分
は
、
自
鋤
阜
に
よ
る

　
も
の
で
、
こ
れ
も
一
人
々
々
が
規
則
を
勺
り
古
菅
t
行
う
ご
v
に
よ
つ
て
そ
の

　
多
v
は
防
げ
る
こ
と
て
す
。
我
か
四
ヵ
町
村
て
も
、
時
’
η
死
者
一
名
負
傷
者
六

　
名
と
い
う
集
故
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
原
民
を
探
つ
て
み
て
も
お
互
い
に

　
も
つ
と
注
意
し
た
ら
防
げ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
串
故
だ
け
で
し
た
。
み
な

　
さ
ん
が
も
つ
と
関
心
を
も
つ
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
S
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

根

占
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察
署
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川
”
”
：
’
．
．
：
長
時
間
演
奏
レ
コ
ー
　
P
　
ど
ん
な
社
会
塁
す
る
と
同
時
に
生

　典
・
ド
の
こ
と
。
い
ま
ま
゜
穿
る
こ
ξ
や
め
な
い
。
こ
凶
よ
う

　辞
・
齢
瀦
司
騒
↓
珪
罐
鯉
醜
縮
欝
懸
舩
鵠

　豆
回
転
数
が
七
八
だ
つ
た
が
、
産
曇
で
も
あ
る
。

：

i
i
．
こ
れ
を
も
つ
と
遅
く
し
て
畏

　
　
　
　
時
間
聞
け
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
、
厳
密
に
は
、
I
分
間
三
三
3
1

回
転
の
も
の
だ
け
を
い
う
が
、
普
通
四

五
回
転
の
方
も
含
め
て
呼
ん
で
い
る
。

L
P
は
ビ
ニ
ー
ル
製
だ
か
ら
軽
く
て
弾

力
が
あ
り
落
し
て
も
割
れ
な
い
。
L
P

は
三
十
1
1
1
回
転
な
ら
、
十
一
一
吋
で
片
面

二
十
五
分
、
四
＋
五
回
転
は
片
面
五
分

v
ら
S
。
そ
の
特
畏
は
す
ば
ら
し
く
よ

い
音
が
出
る
こ
と
。
欠
点
は
ホ
コ
リ
を

吸
い
や
す
く
一
た
ん
つ
い
た
ホ
コ
リ
は

な
かく
と
れ
ず
傷
の
も
と
に
な
る
こ

と
、
値
段
炉
や
、
高
い
こ
と
1
J
あ
る
。

資
本
主
毅
社
会
で
は
労
伽
力
は
商
晶
で

あ
る
と
云
わ
れ
る
が
’
こ
の
労
切
力
は

生
産
的
に
消
費
さ
れ
る
と
、
自
身
の
価

仙
よ
り
は
多
い
価
値
を
生
む
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
差
が
剰
余
価
値
と
云
わ
れ

労
⑦
力
を
買
つ
た
資
本
家
の
手
に
入
る

ε

の
剰
余
価
値
が
、
元
の
資
本
に
加
え

ら

れ
て
ま
た
剰
余
価
値
を
生
み

乙
う
し
て
同
一
の
過
程
が
次
第

に
く
り
返
さ
れ
て
ゆ
v
の
を
拡

大
再
生
産
と
い
う
。
他
の
面
か

ら
み
れ
ぱ
、
資
本
の
蓄
種
で
あ

る
e

拡大再生産

国
民
の
衛
生
闇
題

は
、
最
近
高
血
庄

と
ガ
ン
に
移
つ
て

い
る
が
、
厚
午
省

が
臨
査
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
脳

溢
血
は
東
北
地
方
、
こ
と
に
米

だ
け
作
つ
て
い
る
地
区
に
多
い
。

長命の原因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

に
反
し
て
長
命
の
部
落
は
、
海
岸
や
こ

れ
に
近
い
と
こ
ろ
に
多
く
脳
溢
血
は
少

い
o
っ
ま
り
短
命
村
と
長
命
村
の
生
活

上
の
差
異
は
’
労
肋
、
睡
興
腹
労
’

環
境
、
飲
酒
で
は
な
く
、
食
晶
の
と
り

方
に
見
出
さ
れ
、
短
命
村
の
多
く
は
米
未
つ
く
り
の
お
酉
姓
さ
ん
達
に
も
、
将

の
単
作
地
帯
で
米
や
野
菜
を
王
な
食
糧
震
や
碁
の
よ
う
に
、
そ
の
枝
術
に
よ
つ

と
し
て
い
る
ご
と
が
わ
か
つ
た
。
そ
し
て
級
、
段
、
名
人
の
称
号
を
お
く
り
お

て
畏
命
村
に
共
通
し
て
い
る
食
生
活
は
米
の
増
牧
を
は
か
ろ
う
と
い
う
明
る
い

次
の
三
点
と
い
う
こ
と
で
あ
る
◆
　
　
　
農
村
の
話
題
が
あ
る
。
青
森
県
の
農
薬

そ
こ
で
厚
生
省
で
は
、
栄
養
強
調
運
動

を
竪
開
し
て
“
正
し
い
食
べ
方
”
を
普

及
す
る
計
画
を
立
て
X
い
る
が
、
要
す

る
に
米
食
に
か
た
よ
ら
す
’
粉
食
も
油

も
動
物
性
食
晶
も
野
菜
も
た
く
さ
ん
食

べ
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
な
お
築
養

不
足
に
よ
る
病
人
は
案
外
に
多
く
国
民

の
二
三
％
と
い
わ
れ
’
農
村
が
1
1
五
％

都
市
が
一
九
％
程
度
で
、
多
い
の
は
ロ

角
炎
（
ビ
タ
ミ
ン
＆
不
足
）
胸
反
射
消

失
　
（
3
J
タ
ミ
ン
勘
不
足
）
貧
血
な
N
P

あ
る
。

1
、
魚
か
大
豆
が
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
関
係
者
が
組
織
す
る
”
農
事
願
談
会
θ

か
ら
良
質
の
蛋
白
質
が
と
ら
れ
る
。
　
が
そ
の
発
起
人
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
正

2
、
目
立
つ
で
野
菜
が
豊
富
で
’
こ
と
式
名
は
”
米
増
牧
段
位
制
”
早
連
同
県

に

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
緩
む
人
署
評
県
曇
内
翼
裏
雲
腕

垂
、
肉
瓜
、
長
い
も
、
ゴ
マ
、
海
甑
自
罎
の
お
百
姓
を
募
つ
た
と
こ
ろ
自
せ

な
ど

の
営
養
食
品
が
多
く
と
ら
れ
て

　
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
は
牧
量
に
よ
る
も
の
一
．
、
、
最

3
、
米
食
偏
重
で
な
く
、
麦
、
そ
ば
、
　
低
の
五
級
は
反
醐
、
－
｝
．
石
以
上
’

　
そ
の
ぬ
の
　
ぱ
を
ま
へ
て
ご
ゐ
り
　
　
あ
と
ニ
ヰ
　
す
ご
と
に
ぽ
を
セ

　　蘂
腎
曇
蓉
蓉
ら
い
に
な
・
手
か
な
．

ん
他
せ
ん
が
殺
到
し
た
。
日
級
位
の
審

米つくりの段位制

L

“
’

」


